
住民互助による介護予防を考えるワークショップ開催概要 

 

名称 

テーマ 

地域の支え合いワークショップinまび 

～あなたの“できる”が地域を元気に!!～ 

開催目的 

 

平成３０年７月に発生した「西日本豪雨」災害からの復興を目指し、市

内外の仮設住宅等での仮住まいから戻ってきた住民等も加わってコミュ

ニティの再構築が図られている倉敷市真備地区において、高齢者が人との

交わりや役割を通じて、できるだけ長く活動的な状態を維持できるよう

に、高齢者の地域活動への参加を促進し、地域ぐるみで取り組む介護予防

を推進するため、withコロナの時代の「新しい生活様式」を意識した新し

いつながり、居場所、そして元気な地域を作っていくために、今ひとりひ

とりができることを改めて考える機会とすることを目的として開催 

主催 倉敷市・倉敷市社会福祉協議会・岡山県備中県民局 

企画運営 認定ＮＰＯ法人ハーモニーネット未来 

参加者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民……人のため、地域のため、自分のために何かやりたい人 

実践発表者……地域の中で活躍しているボランティアや支え合い活動の

担い手 

ファシリテーター……県内ＮＰＯ（中間支援組織「生活支援あんしんネッ

トおかやま」の会員団体）の役職員 

スタッフ……市職員、市社協職員（生活支援コーディネーター）、県民局職

員、県長寿社会課担当支援員 

その他……他市生活支援コーディネーター、他県民局職員、県長寿社会課

支援員 

      （計５５名、うち地域住民・実践発表者３０名） 

※「ファシリテーター」とは 

会議やミーティングなど議論や意見交換の行われる場で、参加者

たちの話の内容を整理したり、意見が活発に出るように発言を促進

したりする進行役のこと 

※「中間支援組織」とは 

市民、ＮＰＯ、企業、行政等の間に立って様々な活動を支援する

組織であり、市民等の主体で設立された、ＮＰＯ等へのコンサルテ

ーションや情報提供などの支援や資源の仲介、政策提言等を行う組

織 

※「生活支援コーディネーター」とは 

「地域支え合い推進員」とも呼ばれ、地域で生活支援・介護予防

サービスの提供体制の構築に向けたコーディネート機能（資源開発

やネットワーク構築等の機能）を果たす者 



開催日時 令和３年１２月１６日（木）１３:００～１５:３０ 

開催場所 

 

 

メイン会場……倉敷市真備町箭田1161-1 真備保健福祉会館 

サブ会場……倉敷市真備町辻田197 ぶどうの家BRANCH 

※ 両会場の他、オンラインによる参加を併用 

開催概要 

 

 

 

 

行政説明 

・「倉敷市の現状について」倉敷市健康長寿課地域包括ケア推進室 

 

実践発表 

・地域の中で活躍しているボランティアや支え合い活動の紹介 

① 真備町写真洗浄＠あらいぐま岡山 

② 真備町地域活性応援隊 ～竹あかり～              

③ 学校支援対策本部 地域コーディネーター               

④ くらしき心ほっとサポーター 

⑤ まび男性介護者の会 

⑥ 助け隊ありが隊 

⑦ オレンジボランティア 

⑧ 語り部ネットワーク まび 

⑨ 通いの場・集いの場の担い手の皆さん 

 

ワークショップ（グループワーク） 

・みんなでわいわい、自分たちの元気と活躍についておしゃべり 

  自己紹介（今地域で自分が活動していることを含めて） 

実践発表を聞いて、思ったこと・感じたこと 

  興味・関心があり、やってみたいこと 等 

 

 

 
実践発表の様子 

 



 

実践発表の様子 

 

 

 

グループワークの様子 

 

今後の予定 第２層生活支援コーディネーターが中心となって、住民のやりたいこ

と・思いを具体的な活動や団体に繋いでいくとともに、様々活動や団体同

士もつながり合っていくことを目指す。 

 



県民局の 

担当者の 

長 ～ い 

つぶやき 

このワークショップは昨年度も企画しましたが、新型コロナウイルス感

染拡大のため、直前になって中止を余儀なくされました。今回やっと開催

することができ、私は当日体調不良のためオンライン参加でしたが、会場

は参加者の熱気に包まれる盛り上がりだったようです。開催に向けて、そ

して当日の運営にと御尽力いただいた皆さんにお礼申し上げます。 

さて、このワークショップの企画運営をお願いした笠岡市の認定ＮＰＯ

法人ハーモニーネット未来を、以前外出・移動支援サービスの関係で取材

させていただいたことがあります。その際、当該ＮＰＯの子育て支援サー

ビスの利用者だったお母さんが、子供が成長し手が離れてから今度は同じ

ＮＰＯの家事支援や移動・同行支援などのサービスの協力者（担い手）と

なって活動を支えておられるという事例を教えていただきました。 

今回様々な団体の活動紹介をお聞きして、ハーモニーネット未来のよう

にひとつの団体の活動でなくても、地域全体で活動や人が繋がり合ってい

くことによって、分野や団体、そして時間を越えて、ひとりひとりがある

時には支え手となったり、また別の時には支えられ手となったりする、双

方向の「地域の助け合い」の姿が頭に浮かびました。 

そうした中で、「高齢者もまた人や地域を支え、そして少しずつ人や地域

に支えられることが増えていって、長く地域の中で自分らしく生活してい

く」といった介護予防サイクルが実践されたらいいな、そんな「新しくて

しかし懐かしいような地域モデル」の実現に近づくきっかけに、今回のワ

ークショップがなったらいいなと願っています。 

 

  
開催チラシ 


